
(57)【要約】

【課題】非二重化状態になった場合でも、自動的に二重

化システムに復帰することができるプログラマブルコン

トローラを提供すること

【解決手段】二重化された第１，第２ＣＰＵユニット１

１，１２と、両ＣＰＵユニット間のバス制御や、制御系

／待機系の切り替えなどを行うデュプレックスユニット

２０とを備えている。デュプレックスユニットは、第１

，第２アンド回路２１ａ，２１ｂを備え、各アンド回路

には、一方のＣＰＵユニットのリセットフラグ端子１１

ａ，１２ａと、他方のＣＰＵユニットのＷＤＴ端子１２

ｃ，１１ｃが入力される。一方のＣＰＵユニットが異常

となりＷＤＴがＯＮの時に、他方のＣＰＵユニットのリ

セットフラグがＯＮになると、アンド回路の出力もＯＮ

になり、異常状態のＣＰＵユニットのリセット端子にリ

セット信号が入力され、リセット処理されて正常に復帰

する。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
二 重 化 さ れ た ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を 備 え 、 前 記 ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 相 手 の 状 態 を
確 認 可 能 と し 、 一 方 が 制 御 系 と な る と と も に 他 方 が 待 機 系 と な り 、 前 記 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ
ニ ッ ト が ダ ウ ン し た 場 合 に は 、 前 記 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 制 御 系 に 切 り 替 わ っ て 運 転
を 継 続 す る プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ に お い て 、
前 記 ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 そ れ ぞ れ 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 向 け て リ セ ッ ト 信 号 を 出
力 す る リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 と 、 相 手 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら 送 ら れ て き た リ セ ッ ト 信 号
を 受 信 す る と 、 初 期 処 理 そ の 他 の リ セ ッ ト 処 理 を 行 っ て 起 動 す る リ セ ッ ト 処 理 手 段 と を 備
え 、
前 記 ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の う ち の 一 方 が 異 常 発 生 し た 際 に 、 他 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 備
え た 前 記 リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 が リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る プ
ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 か ら リ セ ッ ト 信 号 が 出 力 さ れ た 場 合 、 前 記 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ
ト が 異 常 状 態 に あ る こ と を 条 件 に そ の 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の 前 記 リ セ ッ ト 処 理 手 段 が 動
作 し て リ セ ッ ト 処 理 を 行 う よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ グ ラ マ ブ ル
コ ン ト ロ ー ラ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 か ら 前 記 リ セ ッ ト 信 号 は 、 相 手 が 起 動 さ れ る ま で 繰 り 返 し 出 力
す る よ う に し 、
か つ 、 前 記 リ セ ッ ト 信 号 が 出 力 さ れ た 回 数 を 計 数 し 、 そ の 回 数 が 予 め 設 定 し た 基 準 値 に 達
す る か 、 ま た は 越 え た 場 合 に は 、 リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 し な い よ う に し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ 。
【 請 求 項 ４ 】
二 重 化 対 応 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム に 基 づ く 制 御 を 実 行 す る 制 御 系
と 、 前 記 制 御 を 実 行 し な い 待 機 系 の ２ つ の モ ー ド を 取 り 、 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の 状 態 を
確 認 す る 機 能 を 持 ち 、 前 記 待 機 系 の 時 に 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が ダ ウ ン し た こ と を 検 知 す
る と 、 制 御 系 に 切 り 替 わ っ て 運 転 を 継 続 す る Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に お い て 、
相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 向 け て リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 と 、
リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 し た 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら 応 答 を 受 け た 際 に 二 重 化 の た め に 必 要
な デ ー タ を 前 記 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 向 け て 送 る 手 段 と 、
相 手 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら 送 ら れ て き た リ セ ッ ト 信 号 を 受 信 す る と 、 初 期 処 理 そ の 他 の
リ セ ッ ト 処 理 を 行 っ て 起 動 す る リ セ ッ ト 処 理 手 段 と を 備 え 、
前 記 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の 状 態 を 確 認 す る 機 能 に よ り 相 手 が 異 常 発 生 し た こ と を 検 知 し
た 際 に 、 前 記 リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 が リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す
る Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 関 す る も の で 、 よ り 具 体
的 に は 、 ２ 台 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を 設 け て 二 重 化 を 図 っ た プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
フ ァ ク ト リ ー オ ー ト メ ー シ ョ ン （ Ｆ Ａ ） の 制 御 装 置 と し て 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ
（ Ｐ Ｌ Ｃ ） が 用 い ら れ て い る 。 こ の Ｐ Ｌ Ｃ は 、 複 数 の ユ ニ ッ ト か ら 構 成 さ れ る 。 す な わ ち
、 電 源 供 給 源 の 電 源 ユ ニ ッ ト ， Ｐ Ｌ Ｃ 全 体 の 制 御 を 統 率 す る Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト ， Ｆ Ａ の 生 産
装 置 や 設 備 装 置 の 適 所 に 取 り 付 け た ス イ ッ チ や セ ン サ の 信 号 を 入 力 す る 入 力 ユ ニ ッ ト ， ア
ク チ ュ エ ー タ な ど に 制 御 出 力 を 出 す 出 力 ユ ニ ッ ト ， 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る た め の 通
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信 ユ ニ ッ ト な ど の 各 種 の ユ ニ ッ ト を 適 宜 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
Ｐ Ｌ Ｃ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に お け る 制 御 は 、 入 力 ユ ニ ッ ト で 入 力 し た 信 号 を Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト
の Ｉ ／ Ｏ メ モ リ に 取 り 込 み （ Ｉ Ｎ リ フ レ ッ シ ュ ） 、 予 め 登 録 さ れ た ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム 記 述
言 語 （ 例 え ば ラ ダ ー 言 語 ） で 組 ま れ た ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム に 基 づ き 論 理 演 算 を し （ 演 算 実 行
） 、 そ の 演 算 実 行 結 果 を Ｉ ／ Ｏ メ モ リ に 書 き 込 ん で 出 力 ユ ニ ッ ト に 送 り 出 し （ Ｏ Ｕ Ｔ リ フ
レ ッ シ ュ ） 、 そ の 後 、 い わ ゆ る 周 辺 処 理 を 行 う と 言 う こ と を サ イ ク リ ッ ク に 繰 り 返 し 処 理
す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
と こ ろ で 、 シ ス テ ム の 安 全 性 ， 信 頼 性 を 向 上 す る た め 、 Ｐ Ｌ Ｃ を 構 成 す る 各 ユ ニ ッ ト を 二
重 化 す る こ と が 行 わ れ る 。 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を 二 重 化 す る 場 合 、 従 来 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ
ト を ２ 個 設 け る 場 合 と と も に 、 そ れ ら ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を Ｃ Ｐ Ｕ 間 バ ス に よ り 接 続 す
る 。 そ し て 、 そ れ ら ２ 個 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 基 本 的 に 同 一 の 機 能 を 持 っ た も の で あ り 、
同 じ ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ し て 、 ２ 台 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の う ち 、 一 方 が 動 作 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト と な っ て 、 実 際 に
サ イ ク リ ッ ク な 処 理 を 行 い 、 メ モ リ に 対 し て 読 み 書 き を 行 っ た り 、 外 部 の Ｉ ／ Ｏ 機 器 等 と
の 間 で 制 御 デ ー タ （ Ｉ ／ Ｏ デ ー タ ） の 送 受 を 行 い 、 Ｆ Ａ ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム の 制 御 を 司
る 。 ま た 、 他 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト と な り 、 待 機 中 は 、 動 作 系 の
ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム と 同 一 の ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る も の の 、 演 算 実 行 結 果 を 出 力 ・ 反
映 す る こ と は な い 。 そ し て 、 制 御 系 Ｐ Ｌ Ｃ か ら 処 理 結 果 等 を 受 信 し 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ
ッ ト の メ モ リ の 更 新 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト と 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ
ッ ト の メ モ リ の 同 一 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ し て 、 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 故 障 し た 場 合 に は 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 制 御 系
の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 切 り 替 わ っ て 実 際 の 制 御 等 の 動 作 を 行 う 。 従 っ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に
故 障 が 発 生 し て も 、 す ぐ に シ ス テ ム が 停 止 す る こ と な く 、 継 続 し て 運 転 で き る の で 信 頼 性
が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 し た 従 来 の シ ス テ ム で は 、 以 下 に 示 す 問 題 が あ る 。 す な わ ち 、 制 御 系
と 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が と も に 正 常 に 動 作 し て い る 状 態 で は 二 重 化 シ ス テ ム が 保 証 さ
れ て い る の で 、 そ の 状 態 で 制 御 系 が 故 障 ・ 異 常 に よ り ダ ウ ン し た 場 合 で も 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ
Ｕ ユ ニ ッ ト が 制 御 系 に 切 り 替 わ る こ と に よ り 、 連 続 し て シ ス テ ム の 運 転 を 継 続 で き る 。 し
か し 、 係 る 切 り 替 わ り に よ り 一 旦 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 制 御 系 と し て 動 作 を 開 始 す る
と 、 そ れ ま で の 制 御 系 は ダ ウ ン し て い る の で 、 非 二 重 化 シ ス テ ム と し て 運 転 を 継 続 す る こ
と に な り 、 二 重 化 シ ス テ ム の 高 信 頼 性 が 維 持 で き な い 。 そ の 結 果 、 そ の 非 二 重 化 シ ス テ ム
の 状 態 で さ ら に 動 作 中 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 故 障 ・ 異 常 が 発 生 す る と 動 作 を 停 止 し な け れ ば
な ら な く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 故 障 ・ 異 常 に よ り ダ ウ ン す る と 、 制 御 系 が そ の ま ま 動 作
す る の で 、 制 御 は 継 続 し て 行 え る も の の 、 非 二 重 化 シ ス テ ム と な る の で 、 こ の 状 態 で さ ら
に 動 作 中 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 故 障 ・ 異 常 が 発 生 す る と 動 作 を 停 止 し な け れ ば な ら な く な る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ の た め 、 ユ ー ザ に と っ て は 、 現 在 の 状 態 が 二 重 化 で あ る か 非 二 重 化 で あ る か を 常 に 監 視
し 、 非 二 重 化 シ ス テ ム に な っ た 場 合 に は 、 現 場 ま で 足 を 運 び 、 二 重 化 シ ス テ ム を 立 ち 上 げ
る 必 要 が あ る 。 つ ま り 、 ノ イ ズ な ど が 原 因 に よ り ダ ウ ン し た 場 合 に は 、 ハ ー ド 的 に は 問 題
が な い の で 、 電 源 を 再 投 入 し 、 初 期 化 処 理 ， 自 己 診 断 を 経 て 立 ち 上 げ 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ
ニ ッ ト と し て 動 作 さ せ る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 ハ ー ド の 故 障 に よ り 切 り 替 わ っ た 場 合 に は 、 電 源 を 再 投 入 し て も Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を
正 常 に 復 帰 す る こ と が で き な い 。 そ し て 、 非 二 重 化 シ ス テ ム に な っ た の が 、 二 重 化 シ ス テ
ム へ 復 旧 可 能 な ノ イ ズ 等 が 原 因 な の か 、 復 旧 で き な い ハ ー ド の 故 障 な の か は 、 現 場 に 実 際
に 行 か な い と わ か ら ず 、 ハ ー ド の 故 障 の 場 合 に は 、 現 場 に 行 っ て ハ ー ド の 故 障 と わ か る と
、 原 因 を 特 定 後 、 後 日 対 策 す る 必 要 が 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う に 、 二 重 化 シ ス テ ム へ 復 旧 す る た め に は 、 常 時 監 視 し 、 非 二 重 化 シ ス テ ム に な っ
た 場 合 に 、 必 ず 現 場 へ 足 を 運 ぶ 必 要 が あ る の で 煩 雑 で あ り 、 し か も 、 実 際 に 現 場 に 行 か な
け れ ば 非 二 重 化 に な っ た 原 因 を 特 定 で き な い の で 、 ハ ー ド の 故 障 の 場 合 に 、 再 度 現 場 に 行
く と い っ た 二 度 手 間 と な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の 発 明 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を 二 重 化 し た プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ に お い て 、 一 方 の
Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が ダ ウ ン し て 非 二 重 化 状 態 に な っ た 場 合 で も 、 自 動 的 に 二 重 化 シ ス テ ム に
復 帰 す る こ と が で き る プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ 及 び Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に よ る プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ は 、 二 重 化 さ れ た ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を 備
え 、 前 記 ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 相 手 の 状 態 を 確 認 可 能 と し 、 一 方 が 制 御 系 と な る と と
も に 他 方 が 待 機 系 と な り 、 前 記 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が ダ ウ ン し た 場 合 に は 、 前 記 待 機
系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 制 御 系 に 切 り 替 わ っ て 運 転 を 継 続 す る プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ
を 前 提 と す る 。 係 る 前 提 に お い て 、 前 記 ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 そ れ ぞ れ 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ
ユ ニ ッ ト に 向 け て リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 と 、 相 手 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ
ッ ト か ら 送 ら れ て き た リ セ ッ ト 信 号 を 受 信 す る と 、 初 期 処 理 そ の 他 の リ セ ッ ト 処 理 を 行 っ
て 起 動 す る リ セ ッ ト 処 理 手 段 と を 備 え た 。 そ し て 、 前 記 ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の う ち の 一
方 が 異 常 発 生 し た 際 に 、 他 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 備 え た 前 記 リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 が リ セ
ッ ト 信 号 を 出 力 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 は 、 実 施 の 形 態 で は 、 図 ４ の ス テ ッ プ １ ４ を 実 行 す る 機 能
に 対 応 す る 。 ま た 、 リ セ ッ ト 処 理 手 段 は 、 実 施 の 形 態 で は 、 図 ３ の ス テ ッ プ ３ か ら ７ を 実
施 す る 機 能 に 対 応 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う に す る と 、 一 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 異 常 を 発 生 し て ダ ウ ン し 、 非 二 重 化 シ ス テ ム
状 態 と な っ た 場 合 に 、 正 常 に 動 作 し て い る 他 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら ダ ウ ン し た 一 方 の Ｃ
Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 対 し て リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る 。 こ の リ セ ッ ト 信 号 を 受 け て 一 方 の Ｃ Ｐ Ｕ
ユ ニ ッ ト は リ セ ッ ト さ れ て 再 立 ち 上 げ さ れ 、 そ の 後 、 二 重 化 に 必 要 な デ ー タ を 前 記 他 方 の
Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら 取 得 す る こ と に よ り 、 二 重 化 シ ス テ ム が 稼 働 す る 。 こ の よ う に 、 自 動
的 に 二 重 化 シ ス テ ム に 復 帰 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 二 重 化 を 図 る た め に は 、 リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 し た 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 対 し 、 正
常 に 動 作 し て い る Ｐ Ｕ Ｃ ユ ニ ッ ト が 持 つ メ モ リ に 格 納 さ れ た デ ー タ を 、 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ
ッ ト に 対 し て 送 り 、 ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に お い て メ モ リ 内 容 の 同 一 性 を 図 る 必 要 が あ る
。 係 る 処 理 は 、 例 え ば 、 正 常 に 起 動 し た 相 手 方 か ら 正 常 に 起 動 し た 旨 の 通 知 を 受 け た 後 で
、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 正 常 に 動 作 し て い た Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 必 要 な デ ー タ を 送 る よ う に し
て も 良 い し 、 係 る 相 手 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 正 常 に 動 作 し て い る Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の メ モ リ
に ア ク セ ス し 、 取 得 す る よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 共 有 メ モ リ を 用 い た 転 送 処 理 を 利 用 し
、 正 常 に 動 作 し て い る Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 所 定 の メ モ リ エ リ ア に 必 要 な デ ー タ を 書 き 込 む こ
と で 、 自 動 的 に （ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 関 与 し な い ） 復 帰 し た Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の メ モ リ に 書 き
込 む よ う に し て も 良 い 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 前 記 リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 か ら リ セ ッ ト 信 号 が 出 力 さ れ た 場 合 、 前 記 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ
ユ ニ ッ ト が 異 常 状 態 に あ る こ と を 条 件 に そ の 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の 前 記 リ セ ッ ト 処 理 手
段 が 動 作 し て リ セ ッ ト 処 理 を 行 う よ う に す る と よ い 。 こ の 機 能 は 、 実 施 の 形 態 で は 、 デ ュ
プ レ ッ ク ス ユ ニ ッ ト ２ ０ に よ り 実 現 さ れ て い る が 、 Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ん で も 良 い 。
も ち ろ ん 、 係 る 機 能 は 必 須 で は な い 。 係 る 構 成 を 採 る と 、 正 常 に 動 作 し て い る 相 手 に 対 し
て 過 っ て リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 し た 場 合 に は 、 係 る 正 常 に 動 作 し て い る 相 手 方 は リ セ ッ ト 処
理 を し な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
さ ら に 、 前 記 リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 か ら 前 記 リ セ ッ ト 信 号 は 、 相 手 が 起 動 さ れ る ま で 繰 り
返 し 出 力 す る よ う に し 、 か つ 、 前 記 リ セ ッ ト 信 号 が 出 力 さ れ た 回 数 を 計 数 し 、 そ の 回 数 が
予 め 設 定 し た 基 準 値 に 達 す る か 、 ま た は 越 え た 場 合 に は 、 リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 し な い よ う
な 機 能 を 設 け る と 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
も ち ろ ん 、 係 る 機 能 は 必 須 で は な く 、 相 手 が 起 動 さ れ る ま で 何 回 も 繰 り 返 し リ セ ッ ト 信 号
を 出 力 し 続 け る よ う に し て も 良 い し 、 リ セ ッ ト 信 号 を １ 回 だ け 出 力 す る よ う に し て も よ い
。 そ し て 、 上 記 の よ う に 基 準 値 を 設 定 し た 場 合 に は 、 基 準 値 を 超 え て も リ セ ッ ト で き な い
場 合 に は 、 ハ ー ド の 故 障 が あ っ た と 判 断 で き る 。 よ っ て 、 ハ ー ド の 故 障 で な け れ ば 、 自 動
的 に 二 重 化 に 復 旧 す る こ と が で き 、 ま た 、 ハ ー ド の 故 障 の 場 合 に は 、 現 在 非 二 重 化 状 態 で
あ る こ と が 分 か る と ハ ー ド の 故 障 で あ る と 推 定 で き る の で 、 現 場 に 行 く こ と な く 、 知 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
さ ら に 、 本 発 明 に 係 る Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 二 重 化 対 応 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 ユ ー ザ
プ ロ グ ラ ム に 基 づ く 制 御 を 実 行 す る 制 御 系 と 、 前 記 制 御 を 実 行 し な い 待 機 系 の ２ つ の モ ー
ド を 取 り 、 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の 状 態 を 確 認 す る 機 能 を 持 ち 、 前 記 待 機 系 の 時 に 相 手 の
Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が ダ ウ ン し た こ と を 検 知 す る と 、 制 御 系 に 切 り 替 わ っ て 運 転 を 継 続 す る Ｃ
Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を 前 提 と す る 。 そ し て 、 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 向 け て リ セ ッ ト 信 号 を 出 力
す る リ セ ッ ト 信 号 出 力 手 段 と 、 リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 し た 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら 応 答 を
受 け た 際 に 二 重 化 の た め に 必 要 な デ ー タ を 前 記 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 向 け て 送 る 手 段 と
、 相 手 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら 送 ら れ て き た リ セ ッ ト 信 号 を 受 信 す る と 、 初 期 処 理 そ の 他
の リ セ ッ ト 処 理 を 行 っ て 起 動 す る リ セ ッ ト 処 理 手 段 と を 備 え 、 前 記 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト
の 状 態 を 確 認 す る 機 能 に よ り 相 手 が 異 常 発 生 し た こ と を 検 知 し た 際 に 、 前 記 リ セ ッ ト 信 号
出 力 手 段 が リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 の 形 態 を 示 し て い る 。 良 く 知 ら れ て い る よ う に 、 Ｐ Ｌ Ｃ １
０ は 、 複 数 の ユ ニ ッ ト か ら 構 成 さ れ 、 本 発 明 が 対 象 と す る 二 重 化 シ ス テ ム に 対 応 す る 場 合
に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を ２ 台 設 け て い る 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム を 演 算 実 行 し た り
、 Ｉ ／ Ｏ リ フ レ ッ シ ュ や 周 辺 処 理 を サ イ ク リ ッ ク に 実 行 す る 機 能 を 持 つ 第 １ ， 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ
ユ ニ ッ ト １ １ ， １ ２ や 、 電 源 ユ ニ ッ ト １ ３ や 、 入 出 力 機 器 を 接 続 す る Ｉ ／ Ｏ ユ ニ ッ ト １ ４
や 、 上 記 ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 し 、 他 の 装 置 と 通 信 を 行 う 通 信 ユ ニ ッ ト １ ５ 等 が あ る 。 こ れ
ら の ユ ニ ッ ト は 、 バ ス を 介 し て 接 続 さ れ る 。 も ち ろ ん 、 こ れ ら の 他 に も ユ ニ ッ ト は 存 在 し
、 必 要 に 応 じ て 連 結 す る ユ ニ ッ ト を 増 減 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
第 １ ， 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ ， １ ２ は 、 同 一 の ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る も の で 、 実
際 の シ ス テ ム 稼 動 時 に は 、 何 れ か 一 方 が 制 御 系 と な り 、 他 方 が 待 機 系 と な る 。 そ し て 、 制
御 系 と な っ た Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 行 っ た ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム の 演 算 結 果 が 、 制 御 に 反 映 さ れ る
。 ま た 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト 側 で も 同 一 の ユ ー ザ プ ロ グ ラ ム は 実 行 さ れ る が 、 そ の 結
果 が 出 力 さ れ な い 。 さ ら に 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら 実
行 結 果 を 受 け 取 り 、 自 己 の メ モ リ の 更 新 な ど の 所 定 の 処 理 を 実 行 す る 。 こ れ に よ り 、 待 機
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系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト と 同 じ 状 態 を 維 持 す る 。 従 っ て 、 制 御 系
の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 異 常 に よ り ダ ウ ン し た 場 合 に は 、 直 ぐ に 待 機 系 で あ っ た Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ
ト が 制 御 系 に 切 り 替 わ り 、 制 御 動 作 を 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ こ で 本 発 明 で は 、 第 １ ， 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ ， １ ２ 間 の バ ス 制 御 や 、 運 転 中 の 表 示
、 制 御 系 ／ 待 機 系 の 切 り 替 え な ど を 行 う 二 重 化 コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト た る デ ュ プ レ ッ ク ス
ユ ニ ッ ト ２ ０ を 設 け て い る 。 こ の デ ュ プ レ ッ ク ス ユ ニ ッ ト ２ ０ に は 、 相 手 方 （ ダ ウ ン 中 ）
の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 対 し て リ セ ッ ト 信 号 を 送 る 機 能 を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 リ セ ッ ト
信 号 を 受 信 し た Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 初 期 化 処 理 並 び に 自 己 診 断 処 理 を 行 い 、 稼 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 、 本 発 明 の 要 部 と な る デ ュ プ レ ッ ク ス ユ ニ ッ ト ２ ０ の 内 部 構 造 と 第 １ ， 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ
ユ ニ ッ ト １ １ ， １ ２ の 関 係 は 、 図 ２ に 示 す よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 デ ュ プ レ ッ ク ス
ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 本 発 明 と の 関 係 で 言 う と 、 一 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら 送 ら れ る リ セ ッ ト
信 号 を 受 け 、 他 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 実 際 に リ セ ッ ト 信 号 を 与 え る 機 能 を 持 ち 、 ２ つ の ア
ン ド 回 路 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
そ し て 、 第 １ ア ン ド 回 路 ２ １ ａ は 、 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ か ら 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ ２
に 向 け て リ セ ッ ト 信 号 を 送 る た め の も の で 、 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ の リ セ ッ ト フ ラ グ 端
子 （ リ セ ッ ト 信 号 の 出 力 端 子 ） １ １ ａ と 、 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ ２ の Ｗ Ｄ Ｔ （ ウ オ ッ チ ド
ッ ク タ イ マ ） 端 子 １ ２ ｃ を 入 力 と し 、 出 力 を 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ ２ の リ セ ッ ト 端 子 １ ２
ｂ に 与 え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
同 様 に 、 第 ２ ア ン ド 回 路 ２ １ ｂ は 、 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ ２ か ら 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １
に 向 け て リ セ ッ ト 信 号 を 送 る た め の も の で 、 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ ２ の リ セ ッ ト フ ラ グ 端
子 （ リ セ ッ ト 信 号 の 出 力 端 子 ） １ ２ ａ と 、 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ の Ｗ Ｄ Ｔ 端 子 １ １ ｃ を
入 力 と し 、 出 力 を 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ の リ セ ッ ト 端 子 １ １ ｂ に 与 え る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
と こ ろ で 、 Ｗ Ｄ Ｔ 端 子 １ １ ｃ ， １ ２ ｃ か ら は 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ ， １ ２ が 異 常 状 態 の
と き に Ｏ Ｎ と な る 異 常 信 号 が 出 力 さ れ 、 こ の 異 常 信 号 は 相 手 側 の Ｐ Ｃ Ｕ ユ ニ ッ ト １ ２ ， １
１ に も 与 え ら れ 、 こ れ に よ り 各 Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ ， １ ２ は 相 手 方 が 異 常 状 態 に あ る か 否
か を 監 視 ・ 判 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
そ し て 、 こ の 異 常 信 号 を 第 １ ， 第 ２ ア ン ド 回 路 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ に 入 力 す る よ う に し た こ と
に よ り 、 相 手 先 が 異 常 状 態 （ Ｗ Ｄ Ｔ 端 子 が Ｏ Ｎ ） の と き に 、 リ セ ッ ト フ ラ グ 端 子 １ ２ ａ か
ら リ セ ッ ト 信 号 が 出 力 さ れ た 場 合 に 、 相 手 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 対 し て リ セ ッ ト 信 号 が 与
え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 相 手 方 が 正 常 に 動 作 し て い る 際 に 誤 っ て リ セ ッ ト 信 号 が 与 え ら れ
て リ セ ッ ト 処 理 さ れ る の が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 二 重 化 シ ス テ ム に 自 動 復 帰 さ せ る た め の 各 第 １ ， 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ ， １ ２ の
機 能 を 説 明 す る 。 第 １ ， 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト １ １ ， １ ２ は 、 制 御 系 と 実 行 系 の い ず れ に も
な り 得 る 。 そ し て 、 現 在 の 状 況 に 応 じ て 、 図 ３ ， 図 ４ に 示 す 何 れ か の フ ロ ー チ ャ ー ト を 実
施 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
す な わ ち 、 現 在 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の 場 合 に は 、 通 常 の サ イ ク リ ッ ク な 処 理 を 実 行 し
、 外 部 機 器 と の 通 信 等 の 運 転 を 行 っ て い る が 、 こ の と き 異 常 が 発 生 す る と （ Ｓ Ｔ １ ） 、 待
機 系 に 切 り 替 わ る （ Ｓ Ｔ ２ ） 。 一 方 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の 場 合 に は 、 相 手 に 異 常 が
あ る か 否 か を 常 時 監 視 （ Ｓ Ｔ １ １ ） し 、 異 常 が あ っ た 場 合 に は 制 御 系 に 切 り 替 わ る （ Ｓ Ｔ
１ ２ ） 。 こ れ に よ り 、 以 後 制 御 系 と し て の 上 記 の サ イ ク リ ッ ク な 処 理 を 実 行 し 、 Ｆ Ａ シ ス
テ ム を 継 続 し て 運 転 を 続 行 す る 。 な お 、 こ の 場 合 の 待 機 系 は 、 実 際 に は 例 え ば 暴 走 し た り

10

20

30

40

50

(6) JP 2004-5280 A 2004.1.8



、 ハ ー ド の 故 障 な ど で 動 作 で き な い 状 態 と な っ て い る の で 、 非 二 重 化 シ ス テ ム の 状 態 と な
る 。 つ ま り 、 こ の 状 態 で さ ら に 現 在 の 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 異 常 に よ り ダ ウ ン す る と
シ ス テ ム は 停 止 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ こ で 、 サ イ ク リ ッ ク な 処 理 と は 別 に 、 制 御 系 に な っ た Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 ｎ ＝ １ を セ ッ
ト 後 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 対 し 、 リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 す る （ Ｓ Ｔ １ ３ ， Ｓ Ｔ １ ４ ）
。 な お 、 Ｗ Ｄ Ｔ 端 子 が Ｏ Ｎ に な ら な い 異 常 で 、 か つ 、 二 重 化 運 転 を 継 続 で き な い 異 常 が あ
る 場 合 、 こ の リ セ ッ ト 信 号 に 先 立 ち 、 相 手 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 対 し て Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 な ど
に よ り Ｗ Ｄ Ｔ を Ｏ Ｎ に す る 命 令 を 送 る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ れ に よ り 、 リ セ ッ ト フ ラ グ 端 子 （ １ １ ａ 或 い は １ ２ ａ ） が Ｏ Ｎ に な り 、 対 応 す る ア ン ド
回 路 の 一 方 の 入 力 端 子 が Ｏ Ｎ に な る 。 そ し て 、 相 手 方 （ 待 機 系 ） の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の Ｗ Ｄ
Ｔ 端 子 （ １ １ ｃ 或 い は １ ２ ｃ ） が Ｏ Ｎ に な っ て い る と 、 ア ン ド 回 路 （ ２ １ ａ 或 い は ２ １ ｂ
） が Ｏ Ｎ に な り 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の リ セ ッ ト 端 子 （ １ １ ｂ 或 い は １ ２ ｂ ） が Ｏ Ｎ
に な り 、 そ の 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 対 し て リ セ ッ ト 信 号 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ れ を 受 け て 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 メ モ リ ク リ ア そ の 他 の 初 期 処 理 を 行 っ た 後 （
Ｓ Ｔ ３ ） 、 自 己 チ ェ ッ ク （ 自 己 診 断 ） を 行 い （ Ｓ Ｔ ４ ） 、 不 良 箇 所 の 有 無 を 判 断 す る （ Ｓ
Ｔ ５ ） 。 そ し て 、 不 良 箇 所 が あ っ た 場 合 に は 、 Ｗ Ｄ Ｔ エ ラ ー に な り （ Ｓ Ｔ ６ ） 、 不 良 箇 所
が な い 場 合 に は 正 常 復 帰 す る の で 、 復 帰 し た こ と を Ｃ Ｐ Ｕ 間 通 信 な ど に よ り 相 手 に 応 答 す
る （ Ｓ Ｔ ７ ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
一 方 、 リ セ ッ ト 信 号 を 送 っ た 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 相 手 か ら の 応 答 を 待 ち （ Ｓ Ｔ １
５ ） 、 応 答 が な い 場 合 に は ス テ ッ プ １ ４ の リ セ ッ ト 信 号 を 送 っ て か ら 一 定 時 間 経 過 す る ま
で 応 答 を 待 つ （ Ｓ Ｔ １ ６ ） 。 そ し て 、 一 定 時 間 経 過 し て も 応 答 が な い 場 合 （ ス テ ッ プ １ ６
で Ｎ ｏ ） に は 、 ｎ を １ イ ン ク リ メ ン ト し 、 ｎ が 設 定 数 （ 例 え ば １ ０ ） を 越 え た か 否 か を 判
断 す る （ Ｓ Ｔ １ ７ ， Ｓ Ｔ １ ８ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
設 定 数 を 超 え て い な い 場 合 に は 、 ス テ ッ プ １ ４ に 戻 り 、 再 び リ セ ッ ト 信 号 信 号 を 出 力 す る
。 こ の よ う に し て 、 所 定 回 数 リ セ ッ ト 信 号 を 出 力 し て も 応 答 が な い 場 合 （ ス テ ッ プ １ ８ で
Ｙ ｅ ｓ ） に は 、 復 帰 で き な い ハ ー ド 的 な 故 障 が 生 じ て い る と 判 断 し 、 自 動 復 帰 処 理 を 終 了
す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
一 方 、 相 手 か ら の 応 答 が あ る と 、 ス テ ッ プ １ ５ の 分 岐 判 断 が Ｙ ｅ ｓ と な り 、 ス テ ッ プ １ ９
に 飛 び 、 必 要 な デ ー タ （ 自 己 が 保 有 す る Ｉ ／ Ｏ デ ー タ 等 ） を 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト へ 転
送 す る 。 こ れ に よ り 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト は 、 転 送 さ れ て き た デ ー タ を 取 得 す る こ と
に よ り 、 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の 状 態 と 同 じ に な り 、 二 重 化 シ ス テ ム が 復 旧 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 上 記 し た フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 異 常 発 生 し た 場 合 の 処 理 機
能 を 説 明 し た が 、 二 重 化 シ ス テ ム で 運 転 中 に 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 異 常 に な る こ と も
も ち ろ ん あ る 。 こ の 場 合 に は 、 制 御 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト も 相 手 に 異 常 が あ る か 否 か を 常 時
監 視 し て い る の で 、 待 機 系 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 異 常 に よ り ダ ウ ン し た こ と を 検 知 す る と 、
ス テ ッ プ １ ３ か ら の 処 理 を 実 行 す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ れ に よ り 、 待 機 系 ， 制 御 系 の い ず れ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が 異 常 に よ り ダ ウ ン し た 場 合 で も
、 正 常 に 動 作 し て い る Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら の リ セ ッ ト 信 号 に し た が い 、 リ セ ッ ト 処 理 さ れ
る た め 、 た と え Ｃ Ｐ Ｕ が 暴 走 な ど し て い て も 確 実 に 復 帰 す る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 、 偶
発 的 な ノ イ ズ に よ る メ モ リ 化 け に よ る メ モ リ 異 常 ， プ ロ グ ラ ム エ ラ ー に よ る 異 常 な ど に 対
し て も 、 自 動 的 に 復 帰 す る こ と が で き る 。 し か も 、 こ の 復 帰 処 理 の 際 に 、 初 期 化 処 理 に 続
い て 自 己 チ ェ ッ ク （ 自 己 診 断 ） が 行 わ れ る の で 、 故 障 の 有 無 が そ の 都 度 判 断 さ れ る の で 、
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待 機 系 と し て 稼 働 す る Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト の 信 頼 性 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
な お 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 で は 、 デ ュ プ レ ッ ク ス ユ ニ ッ ト を 設 け た が 、 本 発 明 は 必 ず し も
係 る ユ ニ ッ ト を 設 け る 必 要 は な く 、 デ ュ プ レ ッ ク ス ユ ニ ッ ト と 同 様 の 機 能 を 一 方 の Ｃ Ｐ Ｕ
ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ん で も 良 い し 、 各 ア ン ド 回 路 を そ れ ぞ れ の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 組 み 込 ん で
も 良 い 。 さ ら に は 、 ア ン ド 回 路 を 設 け る こ と な く 、 互 い の リ セ ッ ト フ ラ グ 端 子 を 相 手 方 の
リ セ ッ ト 端 子 に 接 続 す る よ う に し て も 良 く 、 各 種 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト を 二 重 化 し た プ ロ グ ラ マ ブ ル コ ン ト ロ ー ラ
に お い て 、 一 方 の Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト が ダ ウ ン し て 非 二 重 化 状 態 に な っ た 場 合 で も 、 他 方 の Ｃ
Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト か ら ダ ウ ン し た Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト に 向 け て リ セ ッ ト 信 号 が 送 ら れ る の で 、 そ れ
に 応 答 し て リ セ ッ ト 処 理 さ れ て 正 規 に 起 動 し 、 自 動 的 に 二 重 化 シ ス テ ム に 復 帰 す る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 好 適 な 一 実 施 の 形 態 の 要 部 で あ る デ ュ プ レ ッ ク ス ユ ニ ッ ト の 内 部 構 造 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 機 能 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 の 機 能 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 Ｐ Ｌ Ｃ
１ １ 　 第 １ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト
１ １ ａ 　 リ セ ッ ト フ ラ グ 端 子
１ １ ｂ 　 リ セ ッ ト 端 子
１ １ ｃ 　 Ｗ Ｄ Ｔ 端 子
１ ２ 　 第 ２ Ｃ Ｐ Ｕ ユ ニ ッ ト
１ ２ ａ 　 リ セ ッ ト フ ラ グ 端 子
１ ２ ｂ 　 リ セ ッ ト 端 子
１ ２ ｃ 　 Ｗ Ｄ Ｔ 端 子
１ ３ 　 電 源 ユ ニ ッ ト
１ ４ 　 Ｉ ／ Ｏ ユ ニ ッ ト
１ ５ 　 通 信 ユ ニ ッ ト
２ ０ 　 デ ュ プ レ ッ ク ス ユ ニ ッ ト
２ １ ａ 　 第 １ ア ン ド 回 路
２ １ ｂ 　 第 ２ ア ン ド 回 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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